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(57)【要約】
　個々の洗濯物品を洗浄する前に個々の洗濯物品上の汚れを処理する方法であって、汚れ
と、取り囲み壁を有しかつ好ましくは粉末の形態にある洗浄組成物を含んだ洗濯洗浄剤を
接触させる工程を含み、前記組成物は界面活性剤、漂白剤又はこれらの混合物を含み、壁
が水及び水に溶解した成分に対して浸透性である方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯物を洗浄する前に個々の洗濯物品上の汚れを処理する方法であって、汚れを、取り
囲み壁を有する洗濯洗浄剤であって、界面活性剤、漂白剤又はこれらの混合物から成る群
より選択される活性剤を含んだ好ましくは粉末の形態にある洗浄組成物を含んだ洗濯洗浄
剤と接触させる工程を含む方法であり、壁が水及び水に溶解した成分に対して浸透性であ
る方法。
【請求項２】
　洗濯洗浄剤が、汚れの上にこすりつけられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　洗濯洗浄剤を、汚れと接触する前に湿らせる、請求項１又は２に記載する方法。
【請求項４】
　界面活性剤が、陰イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤又はこれらの混合物を
含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　漂白剤が酸素漂白剤又はこれらの前駆体である、請求項１～４のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項６】
　漂白剤がペルカーボネートである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　取り囲み壁が、水浸透性、水不溶性ウェブを含む、請求項１～６のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項８】
　容器の一側面が水浸透性、水不溶性の壁であり、他の側面が本方法において組成物と手
の接触を避けることを許容する水不浸透性の壁である、請求項１～７のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項９】
　取り囲み壁が粗面化された外側表面を有する、請求項１～８のいずれか１項に記載の方
法。
【請求項１０】
　取り囲み壁が不織ウェブである、請求項８～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　該壁が、ポリオレフィン、ポリエステル又はポリアミドから形成される、請求項８～１
１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　取り囲み壁が、水溶性成分で被覆される、請求項１～１１のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１３】
　水溶性成分がポリ（ビニルアルコール）を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１４】
　洗浄組成物が、洗濯洗浄剤を離れる水溶性部分、及び洗濯洗浄剤中に残る水不溶性部分
を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　洗濯洗浄剤が洗濯サイクルにおける洗濯機中の水と接触した後に、２０wt%より少ない
量の組成物が残る、請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　さらに、洗濯洗浄剤、及び個々の洗濯物品を含む洗濯物を、これに追加しても良い洗濯
物と共に洗濯機に加える工程、及び洗浄を行う工程を含む、請求項１～１５のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１７】
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　以下のいずれか１つの工程により個々の洗濯物品上の汚れを洗浄するための活性剤を含
んだ多目的の製品；
－洗浄前に洗濯洗浄剤と汚れを接触させる工程；
－洗濯洗浄剤を洗濯機のドラムに直接添加し、洗浄サイクルの間に、活性剤の放出を達成
する工程；
－水及び洗濯物を入れたバケツに洗濯洗浄剤を添加して、ある間隔の間浸す工程；
ここで、前記洗濯洗浄剤は取り囲み壁を有し、及び該洗浄剤は界面活性剤、漂白剤又はこ
れらの混合物から成る群より選択される活性剤を含んだ洗浄組成物を好ましくは粉末の形
態で含み、該壁は水及び水に溶解した成分に対して浸透性である。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、洗濯物上の汚れを処理する方法に関する。本発明は、洗濯物上の汚れの処理
用の多目的製品にも関する。
【０００２】
　洗濯洗浄剤は、非常によく知られている。通常、液体又は粉末の形態である組成物は、
洗濯機に対して、ドラムに直接、又はディスペンサーを介して添加され、そして多くのあ
らかじめプログラムされたサイクルからの適切な選択を用いて洗浄が行われる。正確な投
与が、特に消費者が投与の指示を読まず又はこれに従わないときに問題となり得る。最近
、水溶性ポリマーのフィルムで包装された洗濯組成物の形態における製品が、入手可能に
なっている。
　個々の洗濯物品（laundry item）を前処理するための組成物、例えば汚れを除去するた
め、又は汚れの除去を助けるための組成物も知られている。該組成物は、例えば、洗濯物
に対して直接的に適用し、又はスプレー装置により適用しても良い液体の組成物の形態で
ある。
【０００３】
　発明者らは、主な洗浄で使用する組成物とは別に分離した組成物を必要としない、個々
の洗濯物品の前処理方法を見出した。該方法は、多様な組成物を必要としない点でかなり
の利点を有する。これは、貯蔵スペースの節約及びより単純な方法を確保する。
　本発明は、個々の洗濯物品を洗浄する前の、該洗濯物上の汚れの処理方法を提供し、該
方法は、汚れを、取り囲み壁を有する洗濯洗浄剤であって、及び界面活性剤、漂白剤又は
これらの混合物から成る群より選択される活性剤を含んだ好ましくは粉末の形態にある洗
浄組成物を含む洗濯洗浄剤と接触させる工程を含み、該壁は、水及び水に溶解した成分に
対して透過性である。洗濯洗浄剤は、バインダーも含んで良く、バインダーは、洗浄組成
物を取り囲み壁に接着し又は固着し、使用するまで該洗浄剤を保持する。
【０００４】
　本発明の方法はさらに、洗濯洗浄剤、及び個々の洗濯物品を含む洗濯物（laundry）を
、これに追加しても良い洗濯物と共に洗濯機に加える工程、及び洗浄を行う工程を含む。
　本発明の方法で使用する洗濯洗浄剤は、多くの異なる方法で使用して良い。例えば、一
つの可能性は、あらかじめ添加される添加剤として、洗濯機のドラムに直接該製品を添加
することである。代わりに、該製品を、水及び洗濯物を入れたバケツに添加することがで
きる。個々の洗濯物品は、所定の時間浸すことができ、次いで除去され、任意に通常の方
法ですすぎ及び／又は洗浄しても良い。従って、本発明の方法で使用する製品は、多目的
のあらかじめ添加される製品を提供し、該製品は、汚れに対して直接適用でき、洗浄添加
剤として及び／又はソーキング剤（soaking agent）として使用できる。
　本発明の方法で使用する洗濯洗浄剤が設計され、該製品が最初に前処理されるべき洗濯
物上の汚れと接触した場合、いくらかの洗浄剤が放出される（理想的には50wt%、40wt%、
30wt%、25wt%、20wt%より少なく、及び1wt%、5wt%、10wt%及び15wt%より多い）。洗濯機
中の水にさらされた場合、残りの洗浄剤のほとんど又は全てが、ある期間にわたり放出さ
れる。
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【０００５】
　本発明の方法の一つの利点は、別個の添加が容易に達成されること、及び該添加が液体
又はルーズな粉末に対して要求されるであろう測定システムを必要とせず、変動できるこ
とである。より多くの洗浄が要求される場合、１以上の添加を同時に使用して良い。
　さらなる利点は、同じ製品を、前処理及び主な洗浄の両方に対して使用して良いことで
ある。これは、両方の方法を行う消費者に対して、時間の節約をもたらし得る。これは同
じく、消費者により要求される多数の異なる洗浄剤の減少をもたらし得る。さらに、何人
かの消費者は、別々の前処理組成物が過度に不快で又は環境に優しくないとの確信をおそ
らく有するだろう。消費者に対して、前処理製品が主な製品と同じであることを明らかに
することにより、消費者のおそれは減少する。
　よりさらなる利点は、本発明の洗浄剤が、使用前に悪化しないであろうことである。例
え少量の水が該製品上にこぼれたとしても、外壁は溶解しないであろう。
【０００６】
　さらなる利点は、好ましくは親水性の化学処理を有することで、好ましくは水に対して
濡れることが容易であり、かつ消費者により使用され、製品から放出された洗浄剤を布上
に存在する汚れの上でこすりつけることを提供でき、従って該製品の性能を向上する。
　さらなる利点は、該製品又は該製品の取り囲み壁中に保持された含有物が、汚れキャッ
チング剤を含んでもよく、該汚れキャッチング剤は該製品内部又は製品上で汚れを閉じ込
め、従って、汚れが、後で布上に再度堆積するために役立つことを許容しない。
　洗浄剤は取り囲み壁を有し、該壁は水及び水に溶解した成分に対して浸透性である。し
かしながら、該壁は、該製品中に保持された粉末に対しては不浸透性であって良い。
【０００７】
　水浸透性により、出願人は、DIN EN ISO9237に従う、100Paでの少なくとも1000l/m2/s
の水浸透性を有することを表す。加えて、該壁は、粉末組成物を保持することができない
程浸透性であってはならない。従って、例えば、該壁は、250μｍより小さい、好ましく
は150μｍより小さい、より好ましくは50μｍより小さいメッシュサイズを有して良い。
　洗浄剤は、任意で、活性成分の溶解を許容する水不溶性でかつ水浸透性である取り囲み
壁部分及び水不溶性かつ水不浸透性である他の取り囲み壁部分を有しても良い。この二つ
の異なる機能の壁系は、直接的な汚れ処理に対して有用であり、なぜならば水に対して浸
透性である側が汚れの直接的な処理に対して使用できるのに対し、水に対して不浸透性で
ある他の側が、該製品を取り扱うために使用できるためである。特に、不浸透性壁部分又
は側面は、使用者の手が取り囲み壁内に含まれる洗浄組成物と接触することを防ぐ。
【０００８】
　該閉じた製品は、開くことなく、洗濯洗浄サイクル（2時間洗浄／すすぎ／脱水サイク
ル、95℃、1600rpmで回転）に耐えなければならない。
　洗浄組成物は、好ましくは粉末の形態にある。“粉末”により、出願人は、いかなる固
形の流動性を有する組成物をも表す。従って、粉末は、例えば、顆粒又は凝集した粒子の
形態におけるものでも良い。しかしながら、洗浄組成物は、粉末を圧縮した錠剤の形態で
あっても良い。しかしながら、これは、0.01mmから10mm、好ましくは1mmから2mmの範囲の
d50粒子径の範囲を有する、粒子のルーズな凝集形態であっても良い。d50粒子径は、粒子
の50wt%がより大きく、かつ粒子の50wt%がより小さい粒子径又は質量メジアン粒子直径で
ある。これは、機械のふるい分けにより適切に決定されて良い。
　該製品は、個々の洗濯物品を前処理することができなければならない。従って、いくら
かの前処理方法の間に、該製品中に保持される洗浄組成物のいくらかが、個々の洗濯物品
上の汚れと接触する。所望の場合、個々の洗濯物品は乾燥又は濡れていても良い。汚れと
接触するために洗浄組成物を補助することを望む場合、該製品を湿らせても良い。該製品
は、製造によってあらかじめ湿らせても良く、又は消費者により、例えば水道水下で保持
することにより又は適切な持続時間の間ある量の水に浸漬することにより湿らせても良い
。
【０００９】
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　該製品は、例えば洗濯機の内部配管に入ることにより及びフィルター上で、洗濯機のド
ラムの外に出ることができるものでない方がよい。従って、ドラムに対して直接添加する
ことが意図される場合、該製品は、一般的に好ましくは少なくとも120mmの最小長さ及び
幅を有する大きさである。
　製品は、好ましくは平面であり、すなわちその厚さは、好ましくは他の２つの二次元、
その幅及び長さよりも、少なくとも5倍薄く、好ましくは少なくとも10倍薄く、理想的に
は少なくとも30倍薄い（これは該製品が設計において正方形又は円形である場合それぞれ
同じである。）。
　製品を、5cmより薄い、好ましくは2cmより薄い、及びより好ましくは1cmより薄い厚さ
を有する、気泡質プラスチック材料の内部に含むこともできる。
　該製品は、一般的に使用後に捨てられる。
　製品を洗濯物と共において、自動洗濯機中で洗浄しても良い。代わりに、水を製品を介
して流すように、製品を洗濯機のすすぎ又は洗浄水のための流路中に充填しても良い。
【００１０】
　好ましくは、該製品は、平坦な容器又は二つのウェブのサンドイッチからなる小袋に成
形される。水浸透性のシート又はフィルムが、少なくともウェブの一つの中に存在し、及
び該容器の少なくとも一つの壁を形成する。水浸透性の外壁は、例えば布、ポリマー又は
紙の織った、編んだ又は好ましくは不織の材料を含んでよい。該材料は、単相又は積層し
た層の形態であってよい。好ましくは、該壁は、１、２又は３つの層のひだ（ply）を有
するシートを、容器内部のいずれの溶解していない又は不溶性の薬剤が、孔を通過するに
は大きすぎ、又は壁を介して容器から排出される場合、極端に曲がりくねった経路を辿ら
なければならなくなるように含んでいる。好ましくは、該シートは、織った又は織ってい
ない材料である。
　製品は、内部に保持された含有物を有して、それらの周辺について共に密封された2つ
のウェブを都合良く含む。該シーリングは、接着又は誘導溶着（dielectric welding）、
又は好ましくはヒートシーリング、又は最も好ましくは超音波シーリングを用いたもので
良い。シーリングが、ヒートシーリングによるものである場合、該シートはそれを促進す
る熱可塑性物質を含んで良い。接着性のストリップを形成する材料は、種々の材料、例え
ばAPP、SBS、SEBS、SIS、EVA等を含むいわゆるホットメルト、又は熱をかけない接着剤、
例えば種々の材料、例えばSBS、天然ゴム等の分散物、又はさらに溶媒ベース若しくは２
つの成分の接着システムであってよい。さらに、該材料は、種々の層と特定の長持ちする
化学結合を形成するために架橋できるものであって良い。接着剤の量は、使用する接着剤
の種類による。しかしながら、これは一般的には0.2から20g/m2である。
【００１１】
　ティーバッグの製造、又は生理用品若しくはおむつ製品の製造で使用される従来の材料
が適しており、及びティーバッグ又は生理用品の製造で用いられる技術を、本発明の有用
な柔軟性のある製品の製造に適用できる。そのような技術は、WO98/36128、US-A-6,093,4
74、EP-A-708,628及びEP-A-380,127に記載される。US5,053,270も、洗浄組成物のための
容器又はポーチの適切な形成方法を記載する。
【００１２】
　都合良くは、該２つのウェブは、不織布である。不織布の製造方法は、4つの主な種類
の不織布製品、布地の関係した、紙の関係した、押し出されたポリマーの関係した及びハ
イブリッドな組み合わせを教示する４つの一般的なカテゴリーにグループ分けできる。
（布地）
　布地の技術には、繊維を選択的に配向されたウェブにするガーネッティング（garnetin
g）、カーディング（carding）及び空気力学的な形成方法が含まれる。これらシステムに
より製造される布は、ドライレイド（drylaid）不織布と言われ、かつこれらは、例えば
ガーネットされた、カードされた及びエアーレイドされた布という用語を伴う。布地ベー
スの不織布、又は繊維ネットワーク構造は、乾燥状態で布地繊維を扱うために設計された
機械で製造される。同様に、このカテゴリーに含まれるものは、フィラメント束又はトウ
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（tow）で形成される構造物、及びステープル繊維及び縫い合わせた糸で構成される布地
である。
　一般的に、布地の技術に基づいた方法は最大限の製品に多様性を与え、それは、多くの
布地繊維及び結合システムが利用できるからである。
【００１３】
（紙）
　紙ベースの技術には、短い合成繊維やウッドパルプ繊維に適合するように設計されたド
ライレイドパルプ及びウェットレイド（wetlaid）（変性した紙）システムが含まれる。
これらシステムで製造された布は、ドライレイドパルプ及びウェットレイド不織布として
言及される。紙ベースの不織布は、液体中に懸濁された短い繊維を扱うように設計された
機械を用いて製造される。
（押し出し）
　押し出しには、スパンボンド、メルトブロー（meltblown）及びポーラスフィルムシス
テムが含まれる。これらのシステムで製造された布は、個別に、スパンボンド式不織布、
メルトブロー及びかさ高不織布又は開口部を備えたフィルム不織布、又は一般的にポリマ
ー－レイド（laid）不織布と言われる。押し出しベースの不織布は、ポリマー押し出しに
関する機械を用いて製造される。ポリマー－レイドシステムにおいて、布構造体は、同時
に形成され及び扱われる。
（ハイブリッド）
　ハイブリッドには、布／シート組み合わせシステム、組み合わせシステム及び複合シス
テムが含まれる。組み合わせシステムは、ラミネーション技術又は少なくとも１つの基礎
となる不織布のウェブの形成又は強化技術を適用して、２以上の布基体を合わせる。組み
合わせシステムは、少なくとも１つの布基体を利用する。複合システムは、２以上の基礎
となる不織布ウェブ形成技術を統合して、ウェブ構造体を生成する。ハイブリッド方法は
、特定の用途について技術的な利点を組み合わせる。
【００１４】
　取り囲み壁を形成するための適切な材料は、紙又はポリオレフィン、例えばポリエチレ
ン又はポリプロピレン、又は他のポリマー例えばポリエステル又はポリアミドである。適
切には、取り囲み壁は、水透過性、水不溶性のウェブ、好ましくは上記材料の１つ又は混
合物のものを含む。取り囲み壁は、好ましくは織った又は不織ウェブである。取り囲み壁
を製造する材料は、好ましくは布の形態にある。
　製品は、好ましくは、粗面化させた外側表面を有する取り囲み壁を有する。粗面化させ
た外側表面は、織った又は織っていない布の形態である壁により与えられてもよい。表面
の粗さは、例えば繊維の直径に起因する。粗面化された外側表面は、その他の点で均一な
外壁が表面のテクスチャーを有することを確実にすることにより提供しても良い。これは
、例えば、壁に粒子材料を含むことにより、又は適切な方法で壁を形成することにより提
供できる。粗面化された外側表面は、多くの利点を与えるであろう。例えば、特に、該製
品が湿り及びそれによりよく滑る場合、該製品が消費者の手から滑り落ちにくくなる。こ
れは、洗浄前に、個々の洗濯物品の前処理を補助する。該製品を、例えば、単純に個々の
洗濯物品上の汚れの上でこすりつけて接触させ、洗浄前に個々の洗濯物品を処理、特に汚
れを除去し又は汚れの除去を補助しても良い。該製品内部からの洗浄組成物のいくらかは
、外側ににじみ出て、この前処理を補助しても良い。付加的な薬剤を、製品の外側に付着
することも可能である。
【００１５】
　取り囲み壁を、気泡質プラスチック材料で形成しても良い。粉末組成物を囲むための適
切な気泡質プラスチック材料は、1から500kg/m3、好ましくは20から80kg/m3の密度を有し
、かつ少なくとも0.1mm、好ましくは少なくとも0.4mmの平均細孔径を有する材料を含む。
理想的には、気泡質プラスチック材料は、50%より大きい、60％より大きい、70％より大
きい又は80％より大きい多孔率を有する。
　該態様の“多孔率”は、乾燥自動密度計を用いて、気泡質プラスチック材料の見掛け体
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積及び真体積を測定して得られ、及び以下の式に従って計算される。
多孔率％＝［（見掛け体積－真体積）／見掛け体積］×100
　“平均細孔直径”は、ASTM（指定：D4404-84）に従って測定される値であり、及びPoro
us Material社により製造された水銀ポロシメーターを用いた水銀圧入法に従った細孔の
直径の測定により明確に決定された値である。
【００１６】
　適切な気泡質プラスチックは、容易に入手でき、例えばEuro foam、Miarka及びMenshen
から入手できるものであり、及び適切な水不溶性プラスチック、例えばセルロース、ポリ
ウレタン、ポリエステル、ポリエーテル又はこれらのブレンドから製造される。
　粉末組成物を取り囲む表面の壁又は気泡質プラスチック材料を、コロナ又はプラズマ処
理にかけてもよい。これらの処理の両方は、イオン性又は極性相互作用を介して、基体に
対する有機分子、例えば汚れの親和性を増加できる。これを行うことにより、洗浄液中の
遊離の汚れ分子は、フィルターとして機能する容器の壁により捕まえられ、繊維上の汚れ
の再堆積を減少させる。
　本発明の洗浄剤は、例えば、洗濯機中で水と接触した後に、20wt%よりも多い組成物が
残るようなものであって良い。これは、標準的な洗濯機、例えばBosch WFR3240洗濯機に
、標準的な洗浄サイクルで、特に40-60℃の綿サイクルで、及びいかなる水の硬度で、し
かし、好ましくは水の硬度が18から24°ｄH（ドイツの程度）でドラムに置いた製品に関
するものである。好ましくは、組成物の20wt%よりも少なく、好ましくは10wt%よりも少な
く及び最も好ましくは5wt%よりも少ない量が残る。好ましくは、Bosch WFR 3240洗濯機が
、60℃で18°dHの水の硬度での綿サイクルで使用される。不安を避けるために、この試験
が特定の洗濯機を使用するとしても、本発明の水軟化製品は、いかなるサイクルでいかな
る洗濯機で使用できる。該製品が上記試験を満たす場合、該製品は、いかなるサイクルで
いかなる洗濯機で使用できる。
【００１７】
　該製品は、洗い落とすことができる界面活性剤又はこれらの混合物を含む。小袋の内部
で、取り囲み壁に洗浄組成物を接着する機能を有するバインダーが存在しても良い。これ
は、組成物を均一に分配することを許容する。
　界面活性剤は、例えば、0.01から50wt%、理想的には0.1から30wt%、及び好ましくは0.5
から10wt%の量で組成物中に存在して良い。界面活性剤は、例えば、陰イオン性又は非イ
オン性界面活性剤、又はこれらの混合物である。該非イオン性界面活性剤は、好ましくは
式RO(CH2CH2O)nH（式中、Rは直鎖で、炭化水素鎖の炭素数がC12H25～C16H33の範囲である
ものの混合物であり、nは繰り返し単位の数であり約１から約12の数である）を有する界
面活性剤である。他の非イオン性界面活性剤の例は、約20から約16炭素原子を含む高級脂
肪族第一級アルコールであり、該アルコールは、アルコール１モルに対し約3から13モル
（すなわち3から13等量）のエチレンオキシドで縮合される。
【００１８】
　非イオン性界面活性剤の他の例は、第一級アルコールのエトキシル化物（Shell社からN
eodolの商標で入手可能）、例えば9等量のエチレンオキシドを用いて縮合したC11アルカ
ノール（Neodol 1-9）、6.5等量のエチレンオキシドを用いて縮合したC12-13アルカノー
ル（Neodol 23-6.5）、9等量のエチレンオキシドを用いたC12-13アルカノール（Neodol 2
3-9）、7又は3等量のエチレンオキシドを用いて縮合したC12-15アルカノール（Neodol25-
7又はNeodol25-3）、13等量のエチレンオキシドを用いて縮合したC14-15アルカノール（N
eodol 45-13）、アルコール１モルに対して2.5等量のエチレンオキシドが平均化されたエ
トキシル化したC9-11直鎖アルコール（Neodol 91-2.5）等が挙げられる。
　本発明で使用するために適切である非イオン性界面活性剤の他の例は、5から30等量の
エチレンオキシドで縮合した、直鎖又は分枝鎖構造中に11から18炭素原子を含む第二級脂
肪族アルコールのエチレンオキシド縮合生成物が挙げられる。前記の種類の市場で入手可
能な非イオン性洗浄剤の例は、9等量のエチレンオキシド（Tergitol 15-S-9）か又は12等
量のエチレンオキシド（Tergitol 15-S-12）で縮合したC11-15第二級アルカノールであり
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、Dow Chemicalの子会社である、Union Carbideにより市販されている。
【００１９】
　オクチルフェノキシポリエトキシエタノールタイプの非イオン性界面活性剤、例えば、
Triton X-100、加えて、アミンオキシドが、本発明における非イオン性界面活性剤として
使用できる。
　直鎖の第一級アルコールエトキシル化物の他の例は、Tomadolの商品名、例えば7モルの
EOを有するC11直鎖の第一級アルコールのエトキシル化物である、Tomadol 1-7；7モルのE
Oを有するC12-15の直鎖の第一級アルコールのエトキシル化物である、Tomadol 25-7；7等
量のEOを有するC14-15の直鎖の第一級アルコールのエトキシル化物である、Tomadol 45-7
；及び6等量のEOを有するC9-11の直鎖のアルコールのエトキシル化物である、Tomadol 91
-6の商品名で入手可能である。
　他の非イオン性界面活性剤は、アミンオキシド、アルキルアミドオキシド界面活性剤で
ある。
【００２０】
　好ましい陰イオン性界面活性剤は、アルカリ金属塩、アンモニウム塩、アミン塩、アミ
ノアルコール塩又はマグネシウム塩として、しばしば供給される。有用であると考えられ
るものは、以下を含む1以上のスルフェート又はスルホネート化合物である；アルキルベ
ンゼンスルフェート、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アルキル
アミドエーテルスルフェート、アルキルアリールポリエーテルスルフェート、モノグリセ
リドスルフェート、アルキルスルホネート、アルキルアミドスルホネート、アルキルアリ
ールスルホネート、オレフィンスルホネート、パラフィンスルホネート、アルキルスルホ
サクシネート、アルキルエーテルスルホサクシネート、アルキルアミドスルホサクシネー
ト、アルキルスルホサクシナメート（alkyl sulfosuccinamate）、アルキルスルホアセテ
ート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アシルサルコシネート、
アシルイセチオネート及びN-アシルタウレート。一般的に、これら種々の化合物における
アルキル又はアシル基は、12から20の炭素原子を含む炭素鎖を含む。
【００２１】
　使用しても良い他の界面活性剤は、アルキルナフタレンスルホネート及びオレオイルサ
ルコシネート及びこれらの混合物である。
　適切な漂白剤の例は、酸素漂白剤である。酸素漂白剤は、0.01から80wt%、好ましくは0
.1から70wt%、理想的には1から60wt%の範囲で使用して良い。本明細書で使用する、活性
酸素濃度は、元素の酸素のパーセント濃度を言い、水へ還元されることは、与えられた過
酸化化合物の与えられたパーセント濃度と化学量論的に等量であり、過酸化化合物の過酸
化官能基が完全に酸化物に還元された場合、酸化数ゼロを有する。活性酸素源は、組成物
の能力を増大させ、酸化できる汚れを除去し、悪臭を破壊し及び細菌を殺す。
　使用できる酸素の濃度は、本技術で公知の方法、例えばヨウ素法、過マンガン法及びセ
リメトリック法（cerimetric method）により決定できる。前記方法及び適切な方法の選
択のための基準は、例えば“Hydrogen Peroxide”, W. C. Schumo, C. N. Satterfield a
nd R. L. Wentworth, Reinhold Publishing Corporation, New York, 1955及び“Organic
 Peroxides”, Daniel Swern, Editor Wiley Int. Science, 1970に記載されている。
【００２２】
　本発明の組成物において使用するために適切な有機及び無機過酸化物は、ジアシル及び
ジアルキルペルオキシド、例えばジベンゾイルペルオキシド、ジラウロイルペルオキシド
、ジクミルペルオキシド、過硫酸及びこれらの混合物を含む。
　漂白剤は、既に形成された漂白剤又は漂白剤前駆体として提供しても良い；両方とも本
発明の範囲内である。
　本発明の組成物中で使用するために適切に前もって形成された漂白剤は、前もって形成
されたペルオキシ酸、例えば、ジペルオキシドデカンジオイックアシッド（diperoxydode
candioic acid）DPDA、マグネシウムペルフタラティックアシッド（perphthalatic acid
）、ペルラウリックアシッド（perlauric acid）、ペルベンゾイックアシッド（perbonzo
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ic acid）、ジペルオキシアゼライックアシッド（diperoxyazelaic acid）及びこれらの
混合物である。本発明に対して有用であるペルオキシ漂白活性剤は以下のものである：ペ
ルカーボネート、ペルボレート、ペルオキシド、ペルオキシハイドレート、ペルスルフェ
ート。好ましい化合物は、ナトリウムペルカーボネートであり、及びとりわけより良好な
安定性を有する被覆されたグレードのものである。ペルカーボネートは、シリケート、ボ
レート、ワックス、ナトリウムスルフェート、ナトリウムカーボネート及び室温での界面
活性剤固形物で被覆できる。
【００２３】
　本発明の組成物で使用するために適切である漂白剤前駆体は、過酸の前駆体、すなわち
過酸化水素生成物過ペルオキシ酸との反応における化合物である。本発明で使用するため
に適切な過酸前駆体の例は、過酸の前駆体、すなわち過酸化水素生成物過ペルオキシ酸と
の反応における化合物である。本発明で使用するために適切である過酸前駆体の例は、無
水物、アミド、イミド及びエステル、例えばアセチルトリエチルシトレート（ATC）、テ
トラアセチルエチレンジアミン（TAED）、クエン酸無水物又はマレイン酸無水物の種類の
間で見出される。漂白剤前駆体は、0.01から30wt%、好ましくは2から20wt%の量で適切に
存在して良い。
　組成物は、例えば、少なくとも１つのビルダー、又はこれらの組み合わせを、例えば0.
01から80wt%、好ましくは0.1から50wt%の量で含んでも良い。本発明のビルダーは、金属
に対するキレート剤として、水軟化剤として、抗再堆積剤として及び／又はアルカリとし
て使用して良い。
【００２４】
　ビルダーの例を以下に記載する：
－　モノマー又はオリゴマーのポリカルボキシレートキレート剤の親酸（parent acid）
又はその塩を含むこれらの混合物、例えばクエン酸又はシトレート／クエン酸混合物が、
有用なビルダー成分として考えられる。
－　ボレートビルダー、加えて洗剤貯蔵の間、又は洗浄条件で生成できるボレートを形成
する材料を含むビルダーも使用できる。
－　イミノコハク酸金属塩。
－　ポリアスパラギン酸金属塩。
－　エチレンジアミノテトラ酢酸及び塩形態。
－　水溶性ホスホネート及びホスフェートビルダーが本発明に対して有用である。ホスフ
ェートビルダーの例は、アルカリ金属トリポリホスフェート、ナトリウムカリウム及びア
ンモニウムピロホスフェート、ナトリウム及びカリウム及びアンモニウムピロホスフェー
ト、ナトリウム及びカリウムオルトホスフェート、重合の程度が6から21で変動するナト
リウムポリメタ／ホスフェート、及びフィチン酸の塩である。水溶性ホスフェートビルダ
ーの特定の例は、アルカリ金属トリポリホスフェート、ナトリウム、カリウム及びアンモ
ニウムピロホスフェート、ナトリウム、カリウム及びアンモニウムピロホスフェート、ナ
トリウム及びカリウムオルトホスフェート、重合の程度が6から21で変動するナトリウム
ポリメタ／ホスフェート並びにフィチン酸の塩である。該ポリマーは、2つのカルボキシ
基を含むポリカルボキシレートを含み、コハク酸、マロン酸、（エチレンジオキシ）ジ酢
酸、マレイン酸、ジグリコール酸、酒石酸、タルトロン酸及びフマル酸の水溶性塩、加え
てエーテルカルボキシレート及びスルフィニルカルボキシレートを含む。
【００２５】
　３つのカルボキシ基を含むポリカルボキシレートは、特に、水溶性シトレート、アコニ
トレート（aconitrate）及びシトラコネート（citraconate）、加えてサクシネートの誘
導体、例えばGB-A-1,379,241に記載するカルボキシメチルオキシサクシネート、GB-A-1,3
89,732に記載するラクトオキシサクシネート、及びNL-A-7205873に記載するアミノサクシ
ネート、及びオキシポリカルボキシレート材料、例えばGB-A-1,387,447に記載する2-オキ
サ-1,1,3-プロパントリカルボキシレートを含む。
　４つのカルボキシ基を含むポリカルボキシレートは、GB-A-1,261,829に開示するオキシ
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ジサクシネート、1,1,2,2-エタンテトラカルボキシレート、1,1,3,3-プロパンテトラカル
ボキシレート及び1,1,2,3-プロパンテトラカルボキシレートを含む。スルホ置換基を含む
ポリカルボキシレートは、GB-A-1,398,421、GB-A-1,398,422及びUS-A-3,936448で開示さ
れるスルホサクシネート誘導体、及びGB-A-1,439,000で記載するスルホン化した熱分解し
たシトレートを含む。
【００２６】
　脂環式及びヘテロ環式ポリカルボキシレートは、シクロペンタン－シス，シス，シス－
テトラカルボキシレート、シクロペンタジエニドペンタカルボキシレート、２,３,４,５,
６-ヘキサン-ヘキサカルボキシレート及びポリ水素アルコール（polyhydric alchol）、
例えばソルビトール、マンニトール及びキシリトールのカルボキシメチル誘導体を含む。
芳香族ポリカルボキシレートは、GB-A-1,425,343に開示するメリト酸、ピロメリット酸及
びフタル酸誘導体を含む。
　上記に関し、好ましいポリカルボキシレートは、１分子当たり最大で３つのカルボキシ
基を含むヒドロキシカルボキシレート、より具体的にはシトレートである。
　適切なポリマー水溶性化合物は、水溶性モノマーポリカルボキシレート、又はその酸形
態、ポリカルボン酸が、２以下の炭素原子で互いから分けれている少なくとも2つのカル
ボン酸基を含むホモ又はコポリマーのポリカルボン酸又はその塩、カーボネート、ビカー
ボネート、ボレート、ホスフェート及び前記のいかなるものの混合物を含む。
　モノマーのポリカルボキシレートが一般的にコスト及び性能の理由で好ましいが、カル
ボキシレート又はポリカルボキシレートビルダーは、種類において、モノマー又はオリゴ
マーであり得る。
【００２７】
　１つのカルボキシ基を含む適切なカルボキシレートは、乳酸、グリコール酸及びこれら
のエーテル誘導体の水溶性塩を含む。2つのカルボキシ基を含むポリカルボキシレートは
、クエン酸、マロン酸、（エチレンジオキシ）ジ酢酸、マレイン酸、ジグリコール酸、酒
石酸、タルトロン酸及びフマル酸の水溶性塩、加えてエーテルカルボキシレート及びスル
フィニルカルボキシレートを含む。3つのカルボキシ基を含むポリカルボキシレートは、
特に、水溶性シトレート、アコニトレート及びシトラコネート、加えて、サクシネート誘
導体、例えばGB-A-1,379,241に記載するカルボキシメチルオキシサクシネート、GB-A-1,3
89,732に記載するラクトキシサクシネート、及びNL-A-7205873に記載するアミノサクシネ
ート、及びオキシポリカルボキシレート材料、例えばGB-A-1,387,447に記載する2-オキサ
-1,1,3-プロパントリカルボキシレートを含む。4つのカルボキシ基を含むポリカルボキシ
レートは、GB-A-1,261,829に開示するオキシジサクシネート、1,1,2,2-エタンテトラカル
ボキシレート、1,1,3,3-プロパンテトラカルボキシレート及び1,1,2,3-プロパンテトラカ
ルボキシレートを含む。スルホ置換基を含むポリカルボキシレートは、GB-A-1,398,421、
GB-A-1,398,422及びUS-A-3,936448に開示するスルホサクシネート誘導体、及びGB-A-1,43
9,000に記載するスルホン化した熱分解したシトレートを含む。
【００２８】
　脂環式及びヘテロ環式ポリカルボキシレートは、シクロペンタン-シス，シス，シス-テ
トラカルボキシレート、シクロペンタジエニドペンタカルボキシレート、2,3,4,5,6-ヘキ
サン-ヘキサカルボキシレート、及びポリ水素アルコール、例えばソルビトール、マンニ
トール及びキシリトールのカルボキシメチル誘導体を含む。芳香族ポリカルボキシレート
は、GB-A-1,425,343に開示するメリト酸、ピロメリット酸及びフタル酸の誘導体を含む。
　上記に関し、好ましいポリカルボキシレートは、１分子当たり最大で3つのカルボキシ
基を含むヒドロキシカルボキシレート、より具体的にはシトレートである。
　より好ましいポリマーは、アクリル、フッ素化したアクリル、スルホン化したスチレン
、マレイン酸無水物、メタクリル、イソブチレン、スチレン及びエステルモノマーのホモ
ポリマー、コポリマー及びマルチプルポリマー（multiple polymer）である。
　これらポリマーの例は、Rohm＆Haas社が供給するAcusol、Interpolymer社が供給するSy
ntran及びAlco Chemical、National Starch&Chemical Company社が供給するVersa及びAlc
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osperseシリーズである。
【００２９】
　モノマー又はオリゴマーのポリカルボキシレートキレート剤の親酸、又はこれらの塩を
含むこれらの混合物、例えばクエン酸又はシトレート／クエン酸混合物が、有用なビルダ
ー成分として考えられる。
　ビカーボネート及びカーボネートビルダーの例は、ナトリウム及びカルシウムカーボネ
ート及びセスキカーボネート及びこれらの混合物を含む、アルカリ土類及びアルカリ金属
カーボネートである。カーボネートタイプのビルダーの他の例は、金属カルボキシグリシ
ン及び金属グリシンカーボネートである。
　本出願との関係で、ビルダーは、水の硬度と関係した金属イオン、例えばカルシウム及
びマグネシウムを補足する化合物であるが、キレート剤は、酸素漂白剤システムの分解を
触媒することができる遷移金属イオンを補足する化合物であることが理解されるであろう
。しかしながら、ある化合物は、両方の機能を演じる可能性を有しても良い。
【００３０】
　本発明で使用するための適切なキレート剤は、ホスホネートキレート剤、アミノカルボ
キシレートキレート剤、多官能基で置換された芳香族キレート剤、及びさらなるキレート
剤、例えばグリシン、サリチル酸、アスパラギン酸、グルタミン酸、マロン酸又はこれら
の混合物の群より選択されたキレート剤を含む。使用する場合、キレート剤は、典型的に
は、合計組成物の0.01から50wt%、好ましくは0.05から10wt%の範囲の量で存在する。
　本発明で使用するための適切なホスホネートキレート剤は、エチドロン酸、加えてアミ
ノアルキレンポリ（アルキレンホスホネート）を含むアミノホスホネート化合物、アルカ
リ金属エタン1-ヒドロキシジホスホネート、ニトリロトリメチレンホスホネート、エチレ
ンジアミンテトラメチレンホスホネート、及びジメチレントリアミンペンタメチレンホス
ホネートを含んでも良い。ホスホネート化合物は、それらの酸の形態において又はいくつ
かの又は全てのそれらの酸官能基上で異なるカチオンの塩として存在しても良い。本発明
で使用するために好ましいホスホネートキレート剤は、ジエチレントリアミンペンタメチ
レンホスホネートである。該ホスホネートキレート剤は、商品名DEQUEST TMの下Monsanto
社から市場で入手可能である。
【００３１】
　多官能基で置換された芳香族キレート剤は、本発明の組成物中で有用であり得る。1,97
4年3月21日に発行されたConnor等の米国特許3,812,044を参照されたい。酸形態における
この種の好ましい化合物は、ジヒドロキシジスルホベンゼン、例えば1,2-ジヒドロキシ-3
,5-ジスルホベンゼンである。
　本発明において使用するための好ましい生物分解性のキレート剤は、エチレンジアミン
N,N'-ジクエン酸、又はアルカリ金属、又はアルカリ土類、アンモニウム又は置換された
これらのアンモニウム塩又はこれらの混合物を含む。エチレンジアミンN,N'-ジクエン酸
、とりわけ(S,S)アイソマーは、1987年11月3日のHartman及びPerkinsの米国特許4,704,23
3に記載されている。エチレンジアミンN,N'-ジクエン酸は、例えば、Palmer Reserch Lab
oratoriesから商品名ssEDDS TMの下市場で入手可能である。
　本発明で使用するための適切なアミノカルボキシレートとしては、エチレンジアミンテ
トラアセテート、ジエチレントリアミンペンタアセテート、ジエチレントリアミンペンタ
アセテート（DTPA）、N-ヒドロキシエチルエチレンジアミントリアセテート、ニトリロト
リアセテート、エチレンジアミンテトラプロピオネート、トリエチレンテトラアミンヘキ
サ－アセテート、エタノール－ジグリシン、プロピレンジアミンテトラ酢酸（PDTA）及び
メチルグリシンジ酢酸（MGDA）、これら２つは酸形態又はこれらのアルカリ金属、アンモ
ニウム及び置換されたアンモニウム塩の形態のものが挙げられる。本発明で使用するため
の特に適切なアミノカルボキシレートは、ジエチレントリアミンペンタ酢酸、例えばTril
on FS TMの名称の下BASF社から市場で入手可能なプロピレンジアミンテトラ酢酸（PDTA）
、及びメチルグリシンジ酢酸（MGDA）である。
【００３２】
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　洗浄組成物は、フィラーを含んでも良い。フィラーの例は、塩化ナトリウム、ベントナ
イト、ゼオライト、シトレート、タルク及び金属スルフェート塩、例えばナトリウム、カ
ルシウム及びアルミニウムスルフェートである。これらは、0.01から60wt%、好ましくは0
.1から30wt%のレベルで使用できる。
　溶媒は、本発明の組成物中で、0.01から30wt%、好ましくは0.1から3wt%のレベルで使用
できる。溶媒成分は、１以上のアルコール、グリコール、アセテート、エーテルアセテー
ト、グリセロール、200から1000の範囲の分子量を有するポリエチレングリコール、シリ
コーン又はグリコールエーテルを含んで良い。本発明の組成物に有用である典型的なアル
コールは、直鎖又は分枝鎖であっても良いC2-C8第一級及び第二級アルコール、好ましく
はペンタノール及びヘキサノールを含む。
　本発明で好ましい溶媒は、グリコールエーテルであり、例えば一般構造Ra-O-[CH2-CH(R
)-(CH2)-O]n-H（式中、RaはC1-20アルキル若しくはアルケニル、又は少なくとも6炭素原
子の環状アルカン基であって、完全に又は部分的に不飽和であり又は芳香族であっても良
く；nは1から10、好ましくは1から5の整数であり；及び各RはH又はCH3から選択される）
を有するこれらグリコールエーテルが挙げられる。特定のかつ好ましい溶媒は、プロピレ
ングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、トリプロピレン
グリコールメチルエーテル、プロピレングリコールn-プロピルエーテル、エチレングリコ
ールn-ブチルエーテル、ジエチレングリコールn-ブチルエーテル、ジエチレングリコール
メチルエーテル、プロピレングリコール、エチレングリコール、イソプロパノール、エタ
ノール、メタノール、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、及びとりわ
け、プロピレングリコールフェニルエーテル、エチレングリコールヘキシルエーテル及び
ジエチレングリコールヘキシルエーテルから選択される。
【００３３】
　組成物は、例えば、一の酵素又はこれらの組み合わせを、例えば0.01から10wt%、好ま
しくは0.1から2wt%の量で含んでも良い。粒状の酵素が好ましい。酵素の例は、プロテア
ーゼ、被酸化性の状況下で安定な修飾したプロテアーゼ、アミラーゼ、リパーゼ及びセル
ラーゼである。
　好ましくは、水不溶性の汚れキャッチャー化合物は、以下により完全に検討するものと
して、固形物の架橋されたポリビニルN-オキシドを含むであろう。個別で使用するために
適切である、本発明に従って製造された製品は、種々の形態で提供できるが、前記のよう
に、少なくとも水不溶性汚れキャッチャー化合物を貯蔵するための区画を含み、多数の開
口を有する。
【００３４】
　本発明の洗濯道具は、種々の水不溶性汚れキャッチャー化合物と共に使用でき、該キャ
ッチャー化合物は使用前、使用の間及び使用後に製品中に残っても良い。これら水不溶性
汚れキャッチャー化合物は、固形物、ゲル等として提供できる。これら汚れキャッチャー
化合物は、種々の技術により、汚れキャッチャーの利点を与えることができ、該技術は、
汚れが繊維上に再度堆積しない様な方法で汚れを補足する方法、汚れの沈殿、又は吸着、
吸着又はそうでないとしても洗浄水中のいかなる外部からの汚れに関係するようになるも
のに限定されない。本明細書において使用するように、語句“実質的に水不溶性”は、汚
れキャッチャー化合物が、20℃の脱イオン水中で、約1g/lより少ない溶解性を有すること
を意味する。実質的に水不溶性の汚れキャッチャー化合物は、水不溶性キャリアーに対し
て結合する水溶性汚れキャッチャー剤を含んでも良く、又はこれはそれ自身が水不溶性で
ある汚れキャッチャー剤を含んでも良い。水溶性ポリマー剤に対する水不溶性キャリアー
は、無機材料、例えばゼオライト、クレイ、例えばカオリナイト、スメクタイト、ヘクト
ライトタイプ、シリケート（又は他の洗剤成分）を含む。加えて、有機水不溶性材料、例
えば脂肪族アルコール、脂肪酸のエステル又は水和反応により水不溶性ゲルを形成できる
多糖類（例えば、ジェランガム、カラギーナンガム、アガロース等）を、本発明における
キャリアーとして使用できる。それ自身が水不溶性である汚れキャッチャー剤について、
水不溶性は、公知の水溶性汚れキャッチャーポリマー剤から始めるか、又はこれらポリマ
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ーのモノマーから始めた、架橋により達成できる。水不溶性の汚れキャッチャー剤として
適切である他の化合物は、イオン交換特性を示すいかなる化合物、好ましくは陰イオン交
換体である。例えば、このような製品の限定されない例は、Dow Chemical社製のDowex(R)
交換樹脂又は他メーカーからの等価物；Pharmacia Biotech社からのSephadex(R)、Sephar
ose(R)又はSephacel(R)の全ての交換樹脂；イオン交換特性を有するいかなる他の多糖類
、例えば修飾したセルロース系材料、デンプン；木工業の他の誘導体、例えばウッドパル
プ又はリグニンである。
【００３５】
　不溶性キャリアーに対して結合し、又は架橋を介して不溶性とするために適切である、
水溶性のポリマー汚れキャッチャー剤は、共に布を洗浄する際において、着色された布か
ら色素の転位を阻害するために、本技術で知られているポリマーである。これらポリマー
は、色素が洗浄において他の物品に対して付着する機会を有する前に、着色された布から
洗い出されて逃げだした色素をキレート化し又は吸着する能力を有する。特に適切なポリ
マー汚れキャッチャー剤は、ポリアミンN-オキシドポリマー、N-ビニルピロリドン及びN-
ビニルイミダゾールのポリマー及びコポリマー、ビニルオキサゾリドン、ビニルピリジン
、ビニルピリジンN-オキシド、他のビニルピリジン誘導体又はこれらの混合物である。
【００３６】
ａ）ポリアミンN-オキシドポリマー
　使用に適しているポリアミンN-オキシドポリマーは、以下の構造式を有する単位を含む
：
P-Ax-R-N-O
（式中、Pは重合可能な単位であり、xが０の場合、Pに対してR-N-O基が結合でき、又はR-
N-O基が重合可能な単位の一部を形成し又は両方の組み合わせを形成し；
Aは、C(O)O-、-OC(O)-、-C(O)-、-O-、-S-、-N<；及び xは0又は1であり；
Rが脂肪族、エトキシル化した脂肪族、芳香族、ヘテロ環又は脂環式の基又はこれらのい
かなる組み合わせであり、これに対してN-O基の窒素が結合でき又はN-O基の窒素は、これ
らの基の一部である。）
【００３７】
　N-O基は、以下の一般構造により表すことができる；
【化１】

（式中、R1、R2及びR3は、脂肪族基、芳香族、ヘテロ環又は脂環式基又はこれらの組み合
わせであり、x及び／又はy及び／又はzは０又は１であり、及びN-O基の窒素は、結合でき
又はN-O基の窒素が、これらの基の一部を形成する。）
　N-O基は、重合可能な単位Pの一部であることができ、又はポリマーの骨格に結合でき又
は両方の組み合わせであることができる。
【００３８】
　N-O基が重合可能な単位の一部を形成する適切なポリアミンN-オキシドは、Rが脂肪族、
芳香族、脂環式又はヘテロ環基から選択されるポリアミンN-オキシドを含む。前記ポリア
ミンN-オキシドの１つの種類は、N-O基の窒素がR-基の一部を形成するポリアミンN-オキ
シドの群を含む。好ましいポリアミンN-オキシドは、Rがヘテロ環基、例えばピリジン、
ピロール、イミダゾール、ピロリジン、ピペリジン、キノリン、アクリジン及びこれらの
誘導体であるものである。前記ポリアミンN-オキシドの他の種類は、N-O基の窒素が、R-
基に結合するポリアミンN-オキシドの群を含む。他の適切なポリアミンN-オキシドは、N-
O基が重合可能な単位に対して結合するポリアミンオキシドである。これらポリアミンN-
オキシドの好ましい種類は上記一般式を有するポリアミンN-オキシドであって、式中Rが
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芳香族、ヘテロ環又は脂環式基であり、N-O官能基の窒素が前記R基の一部であるものであ
る。これらの種類の例は、Rがヘテロ環化合物、例えばピリジン、ピロール、イミダゾー
ル及びこれらの誘導体である、ポリアミンオキシドである。ポリアミンN-オキシドの他の
好ましい種類は上記一般式を有するポリアミンオキシドであって、式中Rが芳香族、ヘテ
ロ環又は脂環式基であり、N-O官能基の窒素が前記R基に結合するものである。これらの種
類の例は、R基が芳香族、例えばフェニルであり得るポリアミンオキシドである。
【００３９】
　形成されたアミンオキシドポリマーが汚れキャッチャー特性を有する限りは、いかなる
ポリマー骨格も使用できる。適切なポリマー骨格の例は、ポリビニル、ポリアルキレン、
ポリエステル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリイミド、ポリアクリレート及びこれらの
混合物である。本発明のアミンN-オキシドポリマーは、典型的に、約10:1から約1:100000
0の、アミンとアミンN-オキシドの比率を有する。しかしながら、ポリアミンオキシドポ
リマー中に存在するアミンオキシド基の量は、適切な共重合又はN-酸化の適切な程度によ
り変動し得る。好ましくは、アミンとアミンN-オキシドの比率は、約2:3から約1:1000000
である。より好ましくは約1:4から約1:1000000、及び最も好ましくは約1:7から約1:10000
00である。本発明のポリマーは、１のモノマータイプがアミンN-オキシドであり及び他の
モノマータイプがアミンN-オキシドか又はアミンN-オキシドではない、ランダム又はブロ
ックコポリマーを含んでも良い。ポリオアミンN-オキシドのアミンオキシド単位は、10よ
り小さいpKa、好ましくは7より小さいpKa、より好ましくは6より小さいpKaを有する。ポ
リアミンオキシドは、ほとんどいかなる程度の重合で得ることができる。重合の程度は、
その材料が所望の色素懸濁力（dye-suspending power）を有する限り決定的ではない。典
型的には、平均分子量は、約500から約1,000,000、好ましくは約1,000から約50,000、よ
り好ましくは約2,000から約30,000、及び最も好ましくは約3,000から約20,000の範囲内で
ある。
【００４０】
ｂ）N-ビニルピロリドンとN-ビニルイミダゾールのコポリマー
　本発明で使用するN-ビニルイミダゾールN-ビニルピロリドンポリマーは、約5,000から
約1,000,000、好ましくは約5,000から約200,000の範囲の平均分子量を有する。本発明の
洗濯洗剤組成物で使用するためにより好ましいポリマーは、N-ビニルイミダゾールN-ビニ
ルピロリドンコポリマーから選択されるポリマーを含み、ここで前記ポリマーは、約5,00
0から約50,000；より好ましくは約8,000から約30,000；及び最も好ましくは約10,000から
約20,000の範囲の平均分子量を有する。平均分子量の範囲は、Barth H. G. and Mays J. 
W. Chemical Analysis Vol 113, "Modern Methods of Polymer Characterisation"で述べ
られたような、光散乱により決定した。より好ましいN-ビニルイミダゾールN-ビニルピロ
リドンコポリマーは、約5,000から約50,000；より好ましくは約8,000から約30,000；最も
好ましくは約10,000から約20,000の範囲の平均分子量を有する。前記平均分子量の範囲を
有することにより特徴付けられるN-ビニルイミダゾールN-ビニルピロリドンコポリマーは
、優れた汚れキャッチャー特性を与える。本発明のN-ビニルイミダゾールN-ビニルピロリ
ドンコポリマーは、約１から約0.2、より好ましくは約0.8から約0.3、及び最も好ましく
は約0.6から約0.4の、N-ビニルイミダゾールとN-ビニルピロリドンのモル比率を有する。
【００４１】
ｃ）ポリビニルピロリドン
　約2,500から約400,000の平均分子量を有するポリビニルピロリドン（“PVP”）が適用
でき；好ましくは約5,000から約200,000；より好ましくは約5,000から約50,000；及び最
も好ましくは約5,000から約15,000の平均分子量のものである。適切なポリビニルピロリ
ドンは、ニューヨーク、N.Y.、及びモントリオール、カナダのISP社製のPVP K-15 (10,00
0の粘度分子量)、PVP K-30 (40,000の平均分子量)、PVP K-60 (160,000の平均分子量)及
びPVP K-90 (360,000の平均分子量)の製品名称の下で、市場で入手可能である。BASFから
市場で入手可能である他の適切なポリビニルピロリドンは、SokalanHP 165及びSokalan H
P 12、洗浄剤の分野における当業者に公知のポリビニルピロリドン（例えばEP-A-262,897
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及びEP-A-256,696を参照されたい）を含む。
【００４２】
ｄ）ポリビニルオキサゾリドン
　１つは、ポリマー汚れキャッチャー剤としてポリビニルオキサゾリドンを利用しても良
い。前記ポリビニルオキサゾリドンは、約2,500から約400,000；好ましくは約5,000から
約200,000；より好ましくは約5,000から約50,000；及び最も好ましくは約5,000から約15,
000の平均分子量を有する。
【００４３】
ｅ）ポリビニルイミダゾール
　１つは、ポリマー汚れキャッチャー剤として、ポリビニルイミダゾールを使用しても良
い。前記ポリビニルイミダゾールは、約2,500から約400,000；好ましくは約5,000から約2
00,000；より好ましくは約5,000から約50,000；及び最も好ましくは約5,000から約15,000
の平均分子量を有する。
【００４４】
ｆ）陽イオンポリマー
　該ポリマーは、それらのポリマー骨格中に陽イオン基を有するものであり、以下の式に
より示される：
[P-Catx]n -Zt-Caty
（式中、Ｐは重合可能な単位を表し、Zはアルキル、アリール、カルボニル、エステル、
エーテル、アミド又はアミン基を表し、Catは、陽イオン基、好ましくは４級化したN基又
は他の陽イオン単位を表し、x=0又は１であり、y=0又は１であり、t=0又は1である）。好
ましい陽イオンポリマーは、４級化したポリビニルピリジン類である。
　水不溶性は、非架橋ポリマーの場合において、ポリマーに起因して、非常に高い分子量
の範囲の選択により、又は共重合により、又は適切な場合には酸化の程度を変動すること
により達成できる。水溶性であるポリマー、例えば米国特許第5,912,221号で述べるよう
なものは、分子量が400,000より高く増加した場合に不溶性になる。
【００４５】
ｇ）架橋したポリマー
　架橋したポリマーは、その骨格がある程度まで相互に連結されたポリマーである；これ
らの結合は、化学的又は物理的性質のものであり得、場合により該骨格又は分枝上に活性
基を有する；架橋したポリマーは、Journal of Polymer Science, volume 22, pages 103
5-1039に記載されている。一態様において、架橋したポリマーは、これらが強固な三次元
構造を形成するような方法で製造され、該三次元構造により形成された細孔中で色素を罠
にかける。他の態様において、該架橋したポリマーは、膨潤することにより色素を罠にか
ける。このような架橋したポリマーは、米国特許第5,912,221号において記載される。
【００４６】
　従って、架橋したポリマーは、隣接した鎖に対して側鎖で結合した１以上の個別の分子
鎖を有する。架橋が、(a)既に存在する直鎖又は分枝したポリマーの間で、(b)多官能のモ
ノマーを重合する間、又は(c)多官能のモノマーの痕跡量を有する二量化モノマーを重合
する間形成できる。架橋は、本技術分野で公知の種々の方法で達成できる。例えば、架橋
は、照射、酸化及び硬化剤、例えばジビニルベンゼン、エピクロルヒドリン等を用いて形
成できる。好ましくは、本発明の目的のための架橋したポリマーは、上記水溶性汚れキャ
ッチャーポリマーとジビニルベンゼン（DVB）架橋剤を、汚れキャッチャーモノマーを重
合する間に架橋させることで得られるものである。架橋の程度は、ジビニルベンゼン（DV
B）架橋剤の量の調整により制御できる。好ましくは、架橋の程度は、汚れキャッチャー
モノマーに対する約0.05wt％のDVBから汚れキャッチャーモノマーに対する約50％のDVB、
より好ましくは汚れキャッチャーモノマーに対する約0.05wt％のDVBから汚れキャッチャ
ーモノマーに対する約25wt％のDVBである。最も好ましくは、架橋の程度は、汚れキャッ
チャーモノマーに対する約0.1wt％のDVBから汚れキャッチャーモノマーに対する約5wt％
のDVBである。架橋は、汚れキャッチャー化合物粒子を形成し、粒子の合計質量による少
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くとも約１μｍ、好ましくは少なくとも約50μｍ、より好ましくは少なくとも約75μｍの
d50粒子径を有する。最も好ましくは、架橋は汚れキャッチャー化合物を形成し、その少
なくとも90％（及びより好ましくは少なくとも約95％）が、乾燥状態で測定して、約１μ
ｍから約5mm、より好ましくは約50μｍから約2500μｍ、及びさらにより好ましくは約75
μｍから約1500μｍのd50粒子径を有する。好ましくは、架橋したポリマーは、ポリアミ
ンN-オキシド又は４級化したポリアミンである。当業者は、本技術で公知の方法により、
Reillex(TM)402又はReillex(TM)425の名称の下、Reilly Industries社製の架橋したポリ
ビニルピリジンを酸化又は４級化することにより、該化合物を容易に得てもよい。例えば
、これだけではないが、米国特許第5,458,809号に記載する方法を使用して、上記の市場
で入手可能な化合物から、関心のポリアミンN-オキシドを調製できる。４級化したポリア
ミンの例は、Reillex(TM)HPQの名称の下、Reilly Industries社から得ることができる。
【００４７】
　加えて、任意に、香料、アンチケーキング剤、例えばナトリウムキシレンスルホネート
及びマグネシウムスルフェート、染料から成るリストから選択される成分が、最大で5wt%
、好ましくは1wt%より少ないレベルで存在して良い。
　例えば0.1から50wt%、好ましくは1から30wt%の量における任意のバインダーの例は、不
溶性の系、例えばAPP、SBS、SEBS、SIS、EVA、並びに溶解性の系、例えば1000から10000
の範囲の分子量を有するポリエチレングリコールである。バインダーは、洗浄組成物とプ
レミックスされ、洗浄容器に充填され、及び加熱又は超音波法を含む圧縮方法を介してホ
ットメルトされる。機械的及び熱的な圧力は、固形物の酸素漂白剤原料の分解、加えて他
の感受性成分、例えば酵素の劣化を避けることができるように制限されなければならない
。
　取り囲み壁は、水溶性成分、例えば水溶解性ポリマー、例えばポリ（ビニルアルコール
）で被覆して良い。
【００４８】
　本発明の第二の側面に従って、以下のいずれか１つの工程により個々の洗濯物品上の汚
れを洗浄するための活性剤を含んだ多目的の製品が提供される；
－洗浄前に洗濯洗浄剤と汚れを接触させる工程；
－洗濯洗浄剤を洗濯機のドラムに直接添加し、洗浄サイクルの間に、活性剤の放出を達成
する工程；
－水及び洗濯物を入れたバケツに洗濯洗浄剤を添加して、ある間隔の間浸す工程；
ここで、前記洗濯洗浄剤は取り囲み壁を有し、及び該洗浄剤は界面活性剤、漂白剤又はこ
れらの混合物から成る群より選択される活性剤を含んだ洗浄組成物を、好ましくは粉末の
形態で含み、該壁は水及び水に溶解した成分に対して浸透性である。
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